
保護林制度改正のポイント

合計 855箇所・968千ha

２．管理体制の再構築

１．保護林区分の再構築

○○森林生態系保護地域設定委員会
▽▽森林生物遺伝資源保存林設定委員会
■■緑の回廊設定委員会
XXモニタリング委員会
※※希少種委員会

○○森林管理局
保護林管理委員会

※必要に応じて部会等を設置

管理体制の簡素・効率化

趣旨：生物多様性保全に関する科学的知見・保護地域の管理手法の高度化に伴う保護林制度の見直しを行い、生物
多様性の保全に配慮した、簡素で効率的な管理体制を再構築。

実線：基本的な移行
点線：現状の保護林の性格を踏まえた移行

森林生態系保護地域（655千ha）

植物群落保護林（16２千ha）

森林生物遺伝資源保存林（7６千ha）

特定地理等保護林（37千ha）

郷土の森（4千ha）

森林生態系保護地域

生 物 群 集 保 護 林

希少個体群保護林

他制度の活用、施業上の
配慮を検討

特定動物生息地保護林（2４千ha）

林木遺伝資源保存林（9 千ha）

①委員会の再編 既存の委員会を整理・統合し、一元的な管理委員会を立ち上げ

②モニタリング実施間隔の変更

全ての保護林について、原則として
5年に一度のモニタリング調査

保護林の状況に応じて、
モニタリング実施間隔を
5年未満、5年、10年に
変更

３．復元の導入（生物群集保護林）

生物多様性保全手法の高度化

４．野生生物保全管理手法の導入（希少個体群保護林）

①人為による生息環境等の創出

自立的復元力を失った森林を対象に、専門家の科学的知見に
基づく意見をふまえつつ、長期にわたる森林施業等を実施

長期にわたる森林施業等を
実施し、潜在的自然植生を
基本とした生物群集へ誘導

一時的な裸地の出現等、遷移過程における攪乱が個体群の持続的な
生息・生育に不可欠な場合には、森林施業により人為的に環境創出

イメージ：
管理委員会での検討をふ
まえ、生育地拡大を図る
ため、生育地に隣接する
林分を伐採し、更新・増
殖に適した光環境を創出

保存地区

保全利用地区

②野生生物の存続に必要な個体群の集合体（メタ個体群）の保全

消滅が懸念される個体群保全のため、周辺に存在する遺伝的関係性
を持つ個体群、生育・生息地等を同一の保護林として一体的に保全

更新適地

遺伝的に関係性を持つ個体群

生育・生息地

消滅が懸念さ
れる個体群

一体的に保全
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